2023年度日本イスパニヤ学会第69回大会総会議事録

日時：10月14日（土）15時15分〜15時45分
場所：中央大学多摩キャンパス　フォレストゲートホール
大会挨拶：日本イスパニヤ学会会長　山村ひろみ
　　　　　中央大学商学部長　井上義明
　　　　　＊総会議長に安田圭史会員が選出された。

＜報告事項＞
(1) 物故会員・元会員
・山村会長より、佐藤徳潤氏、Jaime Fernández氏逝去の報告があり、黙祷が捧げられた。
(2) 新入会員の紹介 (2022.9〜2023.9)
・庶務委員西村理事より、新入会員8名の氏名が紹介された。
(3) 第18回学会奨励賞
・機関誌編集委員長野村理事より本年度学会奨励賞への応募はなく、受賞者なしとの結果が報告された。また若手研究者には積極的な応募を期待するとの説明があった。
(4) 学会会報第30号発行
・広報委員長中井理事より、会報第30号が10月1日付で発行されことが報告され、寄稿者への謝辞が述べられた。発行部数は360部、大会受付での配布のほか学会HPへの掲載も完了している。2024年度の会報発行については、本年度と同様の編集方針・日程を予定しており、会員からの寄稿を募集する旨、説明があった。
(5) 機関誌HISPÁNICA 第67号発行
編集委員長野村理事より、第67号には論文6本と研究ノート2本の投稿があり、査読の結果論文2本の掲載が決定、例年どおりのスケジュールで作業を進めているとの報告があった。また投稿者、査読者への謝辞が述べられた。さらに会員に対して積極的な投稿が呼びかけられた。
(6) 「日本イスパニヤ学会機関誌投稿規程」改訂
・編集委員長野村理事より、投稿規程の改訂が理事会にて決定したことが報告された。これにより次号機関誌より投稿が電子化される。投稿方法および様式テンプレートの詳細は学会HPに掲載されている投稿規程の改訂版を確認するよう説明があった。
(7) 「日本イスパニヤ学会研究発表規程」改訂
・庶務委員西村理事より発表規程の改訂が2023年度第1回理事会にて決定したこと、またその改訂の内容（発表資格に名誉会員を追加、当該年度会費の納入期限を「応募時」から「発表時」に変更）が報告された。
(8) 2024年度第70回大会開催校
・山村会長より、2024年度大会は京都外国語大学で開催されることが報告された。大会実行委員長は岡本信照会員。日程は後日学会HP等で発表する。
(9) その他
・土屋理事より、本年度に理事の半数および監査の改選選挙が実施されること、選挙管理委員長に就任した旨が報告された。
・編集委員長野村理事より、機関誌の投稿電子化にともない、学会奨励賞の応募も電子化することが理事会で承認された旨が報告された。奨励賞規程の改訂版は後日学会HPに掲載される。
・庶務委員西村理事より学会HPがSSL化非対応であることについて、理事会でも問題は認識しており、対処するべく協議していることが報告された。

＜審議事項＞
(1) 新規名誉会員の推薦
・山村会長より、名誉会員選出の理事会申し合わせ事項をもとに、三好準之助氏を新規名誉会員として推薦すること、およびその推薦理由について説明があった。審議の結果、三好氏を名誉会員とすることが承認された。
(2) 2022年度会計報告
・会計委員高松理事より、資料の提示とともに2022年度会計報告があった。
(3) 2022年度監査報告
・江澤監査より2022年度会計監査の結果、異常なきものと認めるとの報告があり、2022年度会計決算が承認された。
(4) 2024年度予算案
・会計委員高松理事より、資料の提示とともに2024年度予算案が示され、承認された。
(5) その他
特になし。
